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厳密解 は強い一2次 元イ ジング模型,Baxter模 型,お よびPotts模 型
単純 な摂 動計算 と超摂動法 丁一一Dombグ ルー プの執念 と現象論
同次性の仮設 とスケー リング則
Kadanoffの セル解析 一 スケー リング則の物理的意味づけ
普遍性,対 称性 の破れ,お よびス ケル トン化(skeletonization)
くりこみ群 の理論 一 摂動計算の復活
クロスオーバー効果
秩序パ ラメタの定義 しに くい相転移
動的臨界 現象,臨 界緩和,お よび非線 形緩和
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2  F  lattice theory におけ る topological excitation]
筑波大 岩 崎 洋
2次 元古典ハイ ゼンベルク模 摯の2点 関数 を,イ ンスタン トンの効果 を完全に と り入れ計算
した(筑 波大の吉江 君 との共同)。 結果 は,1)










latticetheoryに お け るtopologicalexcitation
恕.。 〈S(…)S(…)〉==9vi}iim・x・(祠(4)
で,相 関 き ょ りは
exp(1一 π/2)2πT
ξ=32Vl7・xp(T)莇 ・(5)
と与 え られ る。
ところで,イ ンスタン トンは トポ ロジカルな概念である。格子上 はど う定義 されるかが 自明
でない。適当な条件 をみたす,ト ポ ロジカルな電荷 ρ を定義で き るこ とを示 した後 に,い く
っかの問題点 を指摘 した。
◎ 問題点(1):ト ポ ロジカルなsusceptibilityxt
Xt=Σ9(n)9(0)
π
が,数 値計算 によるとく りこみ群 か ら予想 され る低温での振舞 いを示 さない。
◎ その原因:Q=1のsectorで イ ンス タン トンよ リエネルギーの低 い状態が存在す る。これ
は,短 い格子間隔の間だけで変化す るス ピン配位 で,他 の物理 量には,あ まり効 かないが,
Xtに は主要項 として効 く。
◎ 問題点の解決法
ハ ミル トニァンの形 を変 える。
その①H.Σs(。)s(。 論+Σs(。)s(。+婦)+Σs(。)s(。+2歪)+...
μ μ,μ μ
の よ うに,他 の項 をつ け加 え る。
そ の②IHI>ε 。とス ピン の配位 を限 る。
◎ 問題点② くりこみ可能性,universalityは ハ ミル トニアンの形 による?
これ らの点は更 にこれ か ら調 べてみない とはっき りした結論 を下せ ない。
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